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ＰＰＰＰ２２２２～～～～３３３３ たがサポを拠点に活躍中！～共同事務室入居団体紹介① 

    Ｔ・Ａ・Ｐ多賀城 

    特定非営利活動法人健康応援･わくわく元気ネット 
 

ＰＰＰＰ４４４４   『ＮＰＯマネジメント～メンバーが楽しくいきいきと活動できる組織づくり』開催報告 

     “組織運営”がわかると､活動はもっと元気になる！ 
       

ＰＰＰＰ５５５５   『たがじょう市民活動大交流会』開催報告【速報版】 

     しっかり交流！がっちり獲得！ 

たがサポブックレビュー「協働の強化書」 
 

ＰＰＰＰ６６６６   これからのたがサポ～今後の事業紹介 

スタッフがおすすめする！たがサポミニ活用術～展示スペース 

たがサポとは？ 

たがサポの機能って？ 

2009年1月 
市民活動や地域活動をしている方、

これからしたいと思っている方に役立

つ情報を隔月で発信しています。 

多賀城市市民活動サポートセンター通信 

第  号  4 

 

たがサポ通信の愛称は『た+す+と』に決定 
 

 創刊号から実施してきたこの通信の愛称募集では、38名の方から103作品の応募がありました。 

 選考の結果、愛称は『た+す+と』に決定しました。「○○と△△を足すと…」の“たす”からとったこの名前には、２つの想いが込められ

ています。１つ目は、たがサポで市民活動や地域活動をしている人たちが出会い、お互いの強みを持ち寄ることで多賀城のまちづくり

に新たな力を生み出せるように。２つ目は、『た+す+と』から多賀城市周辺の市民活動・地域活動に関する情報を得ることで「暮らし

のプラスになった」と読者に思ってもらえるような情報を発信していくことをめざして。 

 ご応募いただいた作品の中から入賞した方には、多賀城市観光協会提供の市内の名産品をお送りいたします。 

 たくさんのご応募ありがとうございました。  
 

    12月7日 
   たがじょう市民活動大交流会を開催しました 
                   →詳しくは5ページへ 

今 月 の ひ と コ マ 
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たがサポをたがサポをたがサポをたがサポを拠点拠点拠点拠点にににに活躍中活躍中活躍中活躍中！！！！～～～～共同事務室入居団体紹介共同事務室入居団体紹介共同事務室入居団体紹介共同事務室入居団体紹介①①①①    
当センターの２階には、市民活動団体の簡易事務所として活用できる事務用ブース

があります。この事務用ブースを拠点としながら、さらにステップアップしようと活
動する入居団体を紹介していきます。 

第１回目は、「Ｔ・Ａ・Ｐ多賀城」さんと「ＮＰＯ法人 健康応援・わくわく元気
ネット」さんにお話を伺いました。 

●きっかけは異業種交流会 
  

タウン・アクティベイション・プロジェクト

多賀城（以下、Ｔ・Ａ・Ｐ多賀城）設立のきっ

かけは平成17年10月から始まった異業種交流

会。集まったのは働き盛りの30代、40代が中

心。商店主や経営者など、多賀城の地域経済を

支える人たちです。最初は雑談程度だった交流

会も少しずつ多賀城駅高架事業（※）に伴う駅

前のまちづくりの話へ。どうすれば多賀城とい

うまちを活性化できるか考え始めます。その

後、交流会を重ねるうちにせっかくだから名前

をつけようという話になり、Ｔ・Ａ・Ｐ多賀城

が誕生しました。 

現在の会員は20名。団体の主な活動は、友好

都市である天童市と市民レベルで交流を深める

「天童・多賀城市民まつり」、冬の夜空をイル

ミネーションで飾る「悠久の詩都（まち）の灯

り」、さまざまなアーティストが弾き語りやダ

ンスを披露する「ライブ in たがじょう」な

ど、多賀城駅前を中心にまちの活性化に取り組

んでいます。 
  

※多賀城駅高架事業･･･交通渋滞や地域分断などを解消

するために仙石線多賀城駅付近の約1.8km区間を連続

高架化する事業。2011年度完成予定。あわせて中心市

街地の活性化を実現するための多賀城駅周辺整備

計画も進められている。 
  

  

●悠久の詩都の灯り 
  

11月に入ると、きれいなイルミネーションが

多賀城駅前を明るく照らしています。今年も11

月23日に「悠久の詩都の灯り」の点灯式が行わ

れました。当日は屋台やゴスペルグループのパ

フォーマンスなどもあり、駅前に大勢の方が集

まっていました。この「悠久の詩都の灯り」は

今年で3回目を迎え、多賀城駅前の風物詩にな

りつつあります。このイルミネーションは、12

月31日まで毎日午後5時～午前0時に点灯してい

ます。毎週金曜日には「多賀城いいもの情報発

信＆屋台出店」と題してイベントが行われま

す。普段は何気なく通り過ぎてしまう駅前も、

カラフルなイルミネーションに思わず足を止め

てしまいます。 
  

  

●「たがサポ」は出会いの場 
  

日々、精力的に活動しているＴ・Ａ・Ｐ多賀

城の皆さん。各事業に向けて当センターの会議

室を頻繁に利用しています。「6月に市民活動サ

ポートセンター（通称：たがサポ）が開館して

から、いろいろと新しい出会いが増えまし

た。」と、お話を伺った代表の佐藤さん、事務

局の加藤さんが声をそろえて話していました。

さまざまな交流からぽっと出た話が実現した

り、新しい協力者が現れたり、イベントのチラ

シやポスターを作ってもらったりと、「たがサ

ポ」を出会いの場として新たな横のつながりが

できています。このつながりを大事にしつつ、

来年度以降も、現在行われている各種事業を継

続的に行っていき、多賀城駅前を中心市街地と

したまちづくりを行っていきたいということで

した。 

 
 

 

 

 

出会いとつながりでにぎわいをうみだそう 
 Ｔ・Ａ・Ｐ多賀城     

Ｔ・Ａ・Ｐ多賀城 
 〒985-0873 
 多賀城市中央2-25-3 
 多賀城市市民活動サポートセンターレターケースＮｏ．5 
 ＴＥＬ：070-6620-2044（事務局：加藤） 
 ＦＡＸ：022-366-2383 
 E-mail：katotetu.nori@athena.ocn.ne.jp 

←多賀城駅前で

開催された「天

童・多賀城市民

まつり」の様子 
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●ダンベル体操で健康づくり、人づくり 
  

健康応援・わくわく元気ネット（以下、わく

わく元気ネット）は、平成13年にダンベル体操

を発案した、早稲田大学の鈴木正成先生を招い

て仙台で300人規模の健康講演会を開催したス

タッフが母体となって結成された団体です。 

当時の運営に関わった保健師や体操教室の

リーダーなどがそのまま事務局スタッフとして

活動しています。ＮＰＯ法人化したのは、平成

17年12月。主な活動は、ダンベル体操のリー

ダー育成や各地の市民センターや体育館で一般

市民向けのダンベル体操教室の開催で、楽しく

運動しながら健康づくりの支援活動をしていま

す。会員は全国に130名以上。なんと、沖縄の久

米島町も団体会員になっています。イベントは

若い人だけでなく、シニア世代の方も参加して

いて、世代に関係なく、いつまでも健康に仲間

と楽しくという共通の思いで活動しています。 
  

  

●とにかく楽しく！仲間づくり 
  

わくわく元気ネットのキーワードは「楽し

く！」。お話を伺った理事の赤間さんからは、

何度もこのキーワードが出てきました。毎年、

おそろいのＴシャツを作ったり、ニューズレ

ターやチラシにかわいいイラストを載せたり、

細かいところにも遊び心を忘れていません。活

動報告が掲載されているホームページやニュー

ズレターからも楽しく活動している雰囲気が伝

わってきます。 

わくわく元気ネットの活動は、健康づくりの

部分に注目しがちになりますが、さまざまな運

動を通した仲間づくりにも力を入れているので

す。イベントへの声がけも、「いっしょにやり

ましょうよ！」と友達感覚で誘ってくれるので

誘われた方も参加しやすく、仲間もつくりやす

いそうです。また、健康づくりについて意識の

高い方も多く、イベントへの申込が殺到するこ

ともあるそうです。 

 

 

●ファッションショーも開催 
  

わくわく元気ネットは、イベントのアイディ

アも豊富です。ダンベル体操だけでなくカント

リーダンスやノルディックウォーキング等も活

動のひとつとして行っています。来年の2月に

は誰でも参加できるファッションショー『わく

わくフェスタ』を開催予定。ウォーキングやメ

イク、スタイリングなどの『わくわくビュー

ティープロジェクト』と題した講座を受講し、

前日にはリハーサルまで行う本格的なもので

す。ステージに立つのは6歳から84歳までの50

名。今は本番に向けて広報や練習に力を入れて

いるそうです。 

たがサポに拠点を設けたことから、今後は多

賀城でもダンベル体操教室を開きたいと考えて

いるそうです。定期的に開催できる場が見つか

れば来年度以降に開催したいということです。 

  

楽しく！をキーワードに健康づくりのお手伝い 

特定非営利活動法人 健康応援・わくわく元気ネット    

 特定非営利活動法人 

 健康応援・わくわく元気ネット    
 〒985-0873 
 黒川郡富谷町東向陽台3-16-13 
 ＴＥＬ：090-2361-5773 
 ＦＡＸ：022-373-6289 
 Ｈ Ｐ：www.wakuwakugenki.net/ 

第1回 わくわくフェスタ 
  日時：2009年2月8日（日）10:45～13:30 

  場所：七ヶ浜国際村 入場料：1500円 

  内容：ダンベル体操等の体験型のイベントです。 

◎市民活動共同事務室とは 
 
 市民活動団体が簡易事務所として活用できる事務用ブースを備えてい
ます。パーテーションで仕切られている中に、事務机とイスを用意していま
す。ちょっとした事務作業やパソコンを持ち込んでのデスクワークも可能
で、開館時間内ならいつでも利用できます。１ヵ月の使用料は1000円。
入居団体はここを拠点としながら、３年間の入居期間中に自立をめ
ざし、たがサポのさまざまな機能を活用しながら活動しています。 

←「ダンベル体操

教室」の様子 
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““““組織運営組織運営組織運営組織運営””””がわかるとがわかるとがわかるとがわかると、、、、活動活動活動活動はもっとはもっとはもっとはもっと元気元気元気元気になるになるになるになる！！！！    
『『『『NPONPONPONPOマネジメントマネジメントマネジメントマネジメント～～～～メンバーがメンバーがメンバーがメンバーが楽楽楽楽しくいきいきとしくいきいきとしくいきいきとしくいきいきと活動活動活動活動できるできるできるできる組織組織組織組織づくりづくりづくりづくり』』』』開催報告開催報告開催報告開催報告    

 10月に開催した『ＮＰＯマネジメント講座』では、メン

バーが元気に活動を続けるためのコツを学びながら、

「共感」をキーワードにした組織運営について、参加

者同士が楽しく交流しながら知識を深めました。 

 今回は、特に皆さんの団体でも参考にできる内容に

ついて、そのいくつかをご紹介します。 

●ＮＰＯってなに？ 

 ～その特徴と、町内会や生涯学習団体との 

かかわり 

ＮＰＯとはNon Profit Organizationと言う英語

の略称です。日本では民間非営利組織と訳され

ており、「地域の課題や社会問題を解決するた

めに活動する民間団体」と定義できます。この

場合、特に「特定非営利活動法人」として法人

格を取得している団体だけを指すわけではあり

ません。これまで、地域の課題解決を担ってい

たのは主に町内会でしたが、近年はこうした特

定の地域課題の解決をテーマに活動するＮＰＯ

も、地域づくりの担い手として注目されていま

す。地縁団体とＮＰＯの活動がうまくつながる

と、その地域の課題解決力は大きく向上しま

す。また、生涯学習のサークルが得意なことを

活かして地域活動に協力することも、ＮＰＯに

発展し活動していく芽になります。 
 

●組織になるって、どういうこと？ 

 ～目的の明確化・共有化と役割の分化  

 どんな活動も最初は一人の想いから始まりま

す。想いを語るうちに仲間が増えて「サーク

ル」になり、さらに社会的な役割を担うように

なると「団体」となって「事業」を行うように

なります。そして、必要に応じて「法人」とな

り、より規模の大きな活動を始めることもあり

ます。こうした流れの中で、もっとも重要なの

は「目的」をメンバー内で意識して、共有する

ことです。どんな活動にも目的があり、その実

現のために汗を流すのです。そのためには、メ

ンバーがそれぞれの「役割」を理解して、分担

し、進めていくことが大切です。たとえ、それ

が小さなボランティアサークルであっても、役

員・理事としてのボランティア、事務局のボラ

ンティア、活動のボランティアと大きく分けて3

種類のボランティアがあります。ここを整理し

ておかないと混乱が生まれてしまいます。 
 

●「共感」はすごく大切！ 

 ～活動を伝えるための工夫 

 メンバーが集まらなかったり、活動の知名度

が上がらなかったり…活動が低調になる原因に

は「共感」の輪が地域に広がっていないことが

あげられます。活動の必要性や魅力を地域の人

にしっかりアピールすることで、その活動を支

えよう、自分も協力しようという「共感」の輪

が広がり、活動を支える大きな力となります。

これには、単にチラシを配るだけでなく、口コ

ミが大きな効果を生み出します。ですから、メ

ンバーが自分の活動や団体をうまく説明して、

他者の心に響かせて共感を生み出す能力を身に

着ける努力が必要です。 
 

…実際の講座では、参加者がワークショップを

通じて協力しながらそれぞれの組織課題をあぶ

り出し、解決の方法を探っていきました。ただ

話を聞くだけではなく、自らの想いや活動のよ

うすを他の人に話をしてみることで、より、自

らの団体や活動の抱える問題がはっきり見える

ようになったようです。 

 当センターでは、これからもこうした講座を

開催していきます。みなさんもぜひ、ご参加く

ださい！ 

【参加者の声】 

■「共感」を得ることがいかに重要で大変かということを再認

識しました。 

■今後の町内会のあり方について具体的に考えていけるよ

うに思います。本日の講座はためになりました。 

■自分を見直すことと、自分をとりまく周囲との関係も見つめ

直すきっかけになりました。 

■同じ悩みを持つ人たちのため、話し合いがスムーズに進

みました。気持ちが少し楽になりました。地域に帰ってま

た頑張らなくちゃ！ 

日時：平成20年10月11日（土） 
   午後1時～4時30分 
会場：多賀城市市民活動サポートセンター 
   大会議室 
講師：特定非営利活動法人 
   せんだい・みやぎＮＰＯセンター 
    常務理事兼事務局長 紅邑晶子さん 

→3人寄れば文殊の知恵？！「わいぐるシート」というプロ 

グラムでは、自分の悩みを紙の中心に書いて、それに対す

るアドバイスを同じグループの人が次々と書き込んでいく

という作業を行いました。 

多賀城市市民活動サポートセンター通信 た+す+と 第4号 2009年1月  
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たがサポ ブックレビューたがサポ ブックレビューたがサポ ブックレビューたがサポ ブックレビュー    

「協働の強化書 

    ～ＮＰＯと行政・企業との協働を強化するために」 
 発行日：２００７年３月３１日 

 編 集：「協働の強化書」研究会 

 発行者：特定非営利活動法人 

     せんだい・みやぎＮＰＯセンター 

 

「協働」という言葉が特に行政やＮ

ＰＯの間で使われるようになって、

ずいぶんたちます。しかし言葉は知

られていても、本当に理解された上

で実行されているのでしょうか。 

 本書は市民と行政職員が共に調査

研究を重ね、現場を取材して得られ

た成果が盛り込まれたものです。協

働を行っているけれど、現状に疑問を抱く行政職員

やＮＰＯのメンバーには名の通り心強い“強化”書

になるのではないでしょうか。 

特に注目したいのは宮城県内の協働事例のレポー

トです。これは行政とＮＰＯの双方が協働を理解し

実施しているケースを17件取材しています。 

事例は事業実施主体であるＮＰＯへのヒアリング

によって展開されており、ＮＰＯの発足及び協働を

行うまでの経緯のほか、事業を展開する上でのメ

リットや苦労した点などが掲載されています。創意

工夫をこらし協働事業を行う様子はどれも熱意にあ

ふれており、読み手を力づけます。これらの事例か

ら学べる点は多いでしょう。 

■図書販売コーナー 
 ＮＰＯ・市民活動団体が発行する図書（報告書、パンフレット等）を販売しています。 詳しくはお問い合わせください。 
●お預かりします：ＮＰＯ・市民活動団体が発行する図書等をお預かりし、市民の皆さんへ販売をしています。自

分たちの活動を広く知ってもらう機会となるだけでなく、団体の収益にもつながります。 
●購入できます：一般の書店では見つけにくい団体の書籍もあります。購入していただくことで、団体をより深く

理解することができるとともに、団体の支援にもつながります。 
■閲覧図書コーナー 
 情報サロン内にある市民活動に関する図書・雑誌が閲覧できます。 

…図書販売コーナーおよび閲覧図書コーナーから、スタッフおすすめの1冊を紹介します。 

しっかりしっかりしっかりしっかり交流交流交流交流！！！！がっちりがっちりがっちりがっちり獲得獲得獲得獲得！！！！    
たがじょうたがじょうたがじょうたがじょう市民活動大交流会開催報告市民活動大交流会開催報告市民活動大交流会開催報告市民活動大交流会開催報告【【【【速報版速報版速報版速報版】】】】    

 多賀城市を中心とした仙塩地区で活動するＮＰＯ同士交流を深めても

らおうと実施した「たがじょう市民活動大交流会」の様子を速報でお伝えし

ます。なお、詳しい内容はスタッフブログ等でご報告いたします。 

●第1部 わいわいがやがや！大交流会 

 

 多賀城市を中心

とする仙塩地区で

活躍するさまざま

なＮＰＯで活動し

ている方やこれか

ら活動を始めたい

と考えている方、

行政職員など38名

が参加。得意なことやお手伝いしてほしいこと

を書いた交流シートをもとに参加者同士交流し

ました。 

 コーディネーターのせんだい・みやぎＮＰＯ

センター代表理事加藤哲夫さんからは、自己紹

介やネットワーキングのコツを伝授していただ

きました。 

●第2部 ボランティアマッチングタイム 

 

 一緒に活動する仲

間を募集している市

民活動団体がブース

を設け、ボランティ

ア希望者が直接お話

を聞きながら自分に

ぴったりの活動を見

つけることができる

この企画。子ども、環境、国際交流などさまざ

まな分野で活動する9団体のブースが並びまし

た。 

 当日会場で配布した各団体のボランティア募

集情報を掲載した冊子は、当センター窓口で配

布しています。これから何か活動してみたいと

いう方はぜひご来館ください。 

日時：平成20年12月7日（日） 
     午後1時～3時 
      わいわいがやがや！大交流会 
     午後3時～3時15分 
      茶話会 
     午後3時30分～5時30分 
      ボランティアマッチングタイム 
会場：多賀城市市民活動サポートセンター 

大会議室 

多賀城市市民活動サポートセンター通信 た+す+と 第4号 2009年1月  



6 

 

これからのたがサポ 
～今後の事業紹介 
 

 今後予定している講座やイベントをご紹介します。 

各催しの詳細は、事務局までお問い合わせください。 

みなさんのご参加をお待ちしています。 
 

●ＮＰＯいちから塾 

 ＮＰＯについて知りたい方へ、わかりやすくお伝えする講

座です。毎回同じ内容の講座です。お好きな日時をお選びく

ださい。 

日程：平成21年 1月23日（金） 19：00～20：30 

               2月14日（土） 13：30～15：00 

会場：市民活動サポートセンター 

 
■たがサポとは？ 

 市民の皆さんが行うまちづくりや地域づくりにつながる
活動を総合的に応援することを目的として設置した施設で
す。市民・自治会・学校や企業の皆さんとの間で協働によ
るまちづくりを推進することも目的にしています。 
 

 開館時間：月～土曜日  午前9時から午後9時30分まで 
日曜日・祝日  午前9時から午後5時まで 

 休 館 日：毎週水曜日(水曜が休日の場合、翌日) 
       年末年始（12月28日～1月4日） 
 交通案内：ＪＲ仙石線多賀城駅より徒歩12分 

駐車場・駐輪場があります 
 

■たがサポの機能って？ 

①市民活動の場の提供 
・貸室（有料） 
  市民活動の研修やイベント、会議等に使用できます。 
・交流サロン（予約不要・無料） 
  少人数の打合わせや事務作業などに利用できます。 
・レターケース（無料） 
・ロッカー（200円/月） 
・事務用ブース（1,000円/月） 
・印刷作業室 
  印刷機（用紙持ち込み/1製版100円/500枚） 
   コピー機（10円/枚） 

②市民活動に関する情報の収集・提供 
・情報サロン 
  市民活動に関するさまざまな情報があります。 
  チラシ・ポスターの受付、図書（閲覧用）、助成金

情報、ボランティア情報、パソコン（作業・イン
ターネット用／無料） 

 
 
 

③市民活動に係る人材の育成・支援 
④市民・企業・行政の連携及び交流の推進 
⑤市民活動に関する相談への対応 

□発 行：多賀城市市民活動サポートセンター 

     〒985-0873 多賀城市中央二丁目２５－３ 

     TEL：022-368-7745 FAX：022-309-3706 

□発行日：２００８年１２月２０日 

□編 集：特定非営利活動法人せんだい・みやぎＮＰＯセンター 

■たがサポは社会に支えられています 
 

□自動販売機の設置 

 たがサポ内に設置している自動販売機の売り上げの一部は、多賀城市内の市民活動

の推進のために使われます。協力企業：宮城中央ヤクルト販売（株） 
 

□印刷作業室のコピー機 

 印刷作業室のコピー機は、コニカミノルタビジネスソリューションズ株式会社の市民活

動を応援するという趣旨により、社会貢献価格にてご提供いただいています。 

レターケース・ロッカー 

利用申込受付中 

団体紹介パンフレット・イベントチラシなどをお持ちください！ 

 

●たがサポ出前プロジェクト 

 みなさんの住んでいる地区におじゃまして、たがサポの活

用方法を紹介します。地区で活動する団体の紹介もありま

す。 

 日時：平成21年1月31日（土）  

 会場：山王地区公民館 

 

●あなたの学びが地域を変える 

 『市民活動のススメ』 

 ～私たちのまちの将来設計～ 

 講師に高崎経済大学地域政策学部地域まちづくり学科准教授

櫻井常矢さんをお迎えし、講演会とパネルディスカッション

を開催します。 

日程：平成21年2月7日（土）13：30～15：30 

会場：多賀城市市民会館 小ホール 

多賀城市市民活動サポートセンター事務局のスタッフ

によるブログです。ぜひご覧ください！ 

 http://blog.canpan.info/tagasapo/ 

 当センターでは、ＮＰＯや市民活動団体の活動をＰＲする場と

して無料で展示スペースの貸出を行っています。玄関を入って

正面が展示スペースです。団体のＰＲはもちろん、活動の様子

を写真や作品を通して伝えたり、展示を見る人に問いかけたり

と、さまざまな方法で情報発信することができます。 

●対象 市民活動団体やＮＰＯなど、非営利で公益的な活動をして

いる団体が行う展示。 

●利用料 無料 

●利用期間 約2週間（休館日をのぞく） 

●受付期間 展示開始日の6ヵ月前より先着順 
※詳しくは下記までお問い合わせください。 

 

  ＊スタッフがおすすめする！たがサポミニ活用術＊   展示展示展示展示スペースをスペースをスペースをスペースを使使使使ってみませんかってみませんかってみませんかってみませんか？？？？ 

＜お知らせ＞ 12月28日（日）～1月4日（日）は年末年始の休館日となります。 
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